
書誌事項 Lint ver.1.2.3の使用説明書 
 

令和６年２月１日 綾木 健一郎 
１．何をするものなのか 
 書誌事項 Lintとは、意見書・手続補正書・上申書など、特許庁に提出する書類の書誌事項を検査する
ソフトウェアです。WORD画面上で編集中にシームレスにチェック可能です。 

 

２．動作環境 

・OSは、Windows 10 32bit版、Windows 10 64bit版、Windows 11の何れかです。 

・Office365同梱のWordまたはWord2019で動作します。 

・ネットワークに接続可能な環境であることが必要です。 

 

３．インストール 

・Microsoft Wordを終了させて、setup.exe を実行してください。 

・Microsoft Wordを起動して、AppLintリボンに「書誌事項チェック」ボタンなどが設定されているか

確認してください。 

 

４．操作画面 

 

・特許情報取得取得 API のアカウントをお持ちの方は、「設定」ボタンをクリックして、特許情報取得

API のアカウント情報と、代理人の情報を設定してください。デフォルトでは弁理士法人磯野国際特許

商標事務所の情報が格納されています。 

・「書誌事項チェック」ボタンをクリックすると、開いている文書がチェックされます。 

・「消去」ボタンをクリックすると、チェック結果のマーカとコメントが消去されます。 

 

  



 

 

  



 
３．書式チェック機能の詳細 
チェック対象の書類は以下です。特許と実用新案の法域で、かつインターネット出願ソフトにて提出可
能な全ての書類が対象です。 
 
・意見書、出願公開請求書、手続補正書、上申書、手続補足書、出願審査請求手数料返還請求書、既納
手数料返還請求書、早期審査に関する事情説明書、早期審査に関する事情説明補充書、早期審理に関す
る事情説明書、早期審理に関する事情説明補充書、優先審査に関する事情説明書、出願審査請求書、国
際出願翻訳文提出書、翻訳文提出書、回復理由書、信託事項変更届、信託による特許を受ける権利につ
いての変更届、受託番号変更届、新規性の喪失の例外証明書提出書、優先権証明書提出書、優先権主張
書、手続補完書、明細書等提出書、明細書等補完書、明細書等補完書取下書、出願放棄書、出願取下書、
請求取下書、審理再開申立書、先の出願に基づく優先権主張取下書、特許料納付書、実用新案登録料納
付書、国内書面、優先権証明請求書、証明請求書、ファイル記録事項の閲覧（縦覧）請求書、ファイル
記録事項記載書類の交付請求書、認証付ファイル記録事項記載書類の交付請求書、登録事項の閲覧請求
書、登録事項記載書類の交付請求書、認証付登録事項記載書類の交付請求書、新規性喪失の例外適用申
請書、国内処理請求書、図面の提出書、特許願、外国語明細書、外国語特許請求の範囲、外国語要約書、
外国語図面、特許請求の範囲、請求の範囲、実用新案登録請求の範囲、図面、実用新案登録願、実用新
案技術評価請求書、要約書、明細書、代理人変更届、代理人辞任届、代理権変更届、代理権消滅届、包
括委任状援用制限届、復代理権変更届、復代理人変更届、復代理人受任届、復代理人選任届、復代理人
辞任届、復代理権変更届、復代理権消滅届、特許協力条約第１９条補正の翻訳文提出書、特許協力条約
第１９条補正の写し提出書、特許協力条約第３４条補正の写し提出書、特許協力条約第３４条補正の翻
訳文提出書、審判請求書、期間延長請求書、代表者選定届、代理人選任届、代理人受任届、誤訳訂正書、
回答書、弁明書、受継申立書、出願人名義変更届、刊行物等提出書、世界知的所有権機関へのアクセス
コード付与請求書、物件提出書 
・各項目の並びが正しく、必須項目の欠落が無いかをチェックします。 
・出願番号に紐づき、出願人名とその識別番号、代理人名とその識別番号をチェックし、Wordのコメン
トでチェック結果を表示します。出願番号を持たない願書などでは、識別番号と氏名または名称との対
応をチェックします。 
・チェック後には、「消去」ボタンをクリックして、チェック結果のコメントとマーカを消してください。 
 

１．チェック例 

３．１．手続補正書 

  



３．２．意見書 

 

３．３．願書 

 



以上 


